
要　旨
この報告書は崇城大学教員の Sojo International Learning Center（SILC）における英語教育に
関するアンケート調査をまとめたものである。SILC教員を除く崇城大学専任の全教員に対し
2019 年 12 月末から 2020 年 1月初頭にかけてアンケート調査を実施し、86名からの回答を得
た。教員の多くが学生の学習、就職活動等に深く関わりながら、学生のニーズ、社会の大学
生に対するニーズの両方をより理解していると考え、英語教育に対する意見を求めた。英語
教育の在り方は社会、経済動向によって左右されることも多く、変化に合わせての改革が必
要である。アンケート調査はリッカート尺度と自由記述を用いて実施した。
在学時の英語力に関しては読解力の促進を期待している一方で、就職後の業務ではコミュ

ニケーション力の重要性を示していた。1，2年生の基礎英語教育の修了時に学生に期待する
英語力はヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR: Common European Framework of Reference for 
Languages）の英語運用能力基準で A2 が 45.4％、B1 が 32.6％で、卒業時の英語力の期待に関
しては、B1が 45.4％、B2が 34.9％という期待値が示された。このことから、3年次以降も英
語学習の継続による更なる英語力の向上を期待していることがわかる。
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1．はじめに

現代社会において英語によるコミュニケー
ション能力は必須である。平成 25 年に文部科
学省は、グローバル化に対応した教育環境作り
促進に向け、「英語教育改革実施計画」を公表
した。具体的な目標の 1つとして高等学校卒業
段階で、英検 2～準 1級、TOEFL iBT60 点前後
以上等を設定し、生徒の英語力の把握・分析・
改善を行うことを必要とし、学生の特性、進路

に応じた英語教育や英語運用能力の高い目標値
が示された。しかし、英語学習者にとって日本
での学習環境では、地理的な要因から一般的に
英語に触れる機会が限られており、英語を使用
する機会が少ないため、学習者が英語学習のモ
チベーションを維持することは容易ではない。
大学では通常、英語は必修科目であるが、非言
語分野を専攻するほとんどの学生にとって、英
語は優先的な学習目標ではない。
英語と専門分野の学習の連携に関しては、教
科科目の学習内容（コンテンツ）と言語習得を
組み合わせた学習指導 CLIL（Content and 
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Language Integrated Learning）、内容言語統合型
学習が注目されてきている。語学と専門分野の
学習の連携や大学間での横断的な学生へのサ
ポートは今後、さらに重視されるだろう。
また、実社会のニーズに関しては、厚生労働

省の発表によると令和元年 10 月末の時点で外
国人労働者数は前年度19.8万人から約166万人
に増加し、過去最高を更新した。建築業、製造
業、農業の技能実習生の増加など、各分野にお
いての外国人とのコミュニケーションの機会が
増えているのは明らかである。
本調査は高等英語教育と時代と共に度々面す

る諸問題の影響を受ける社会ニーズの変化の関
係を理解することも目的としている。英語教育
への見解は大学側と受講する学生側とでは異な
る場合が多々ある。英語教員以外の大学教員の
英語教育に関する学生への期待値、また国内外
の社会経済の変動に伴う大学生に求められる英
語力の変化や就職等で必要とされる英語に関す
る情報の共有は現代の学習者と社会のニーズに
適応した教育システムを構築するためには欠か
せない要素である。そこで、大学教員の英語教
育に対する見解や期待を理解し、より細やかな
視点からの教育的アプローチの実現に向け、ア
ンケート調査を実施した。調査は、SILC教員
を除く崇城大学専任の全教員を対象にオンライ
ンで実施した。

2．背景

本調査を実施した崇城大学の英語教育は、
2010 年にグローバルに活躍する人材の育成を
目指し神田外語大学と提携し、英語総合教育施
設 Sojo International Learning Center（SILC）を設
立した。設立当時は 8名の英語を母国語とする
教員及び 1名の日本人教員で構成されていたが、
10 年目を迎える現在では、外国人教員が 17 名、
日本人教員が 2名となった。SILCに併設して
学生の意欲や自律性、コミュニケーション能力
を育成するための手段として、2010 年に英語
学習の為の自律学修センター（Self-Access 
Learning Center：SALC）を設立したが、開設
から 4年で年間の延べ利用者数が約 1,500 人か

ら18,000人にまで増大し自律学習促進へ貢献し
た。その後、2014 年に文部科学省の「大学教
育再生加速プログラム」に崇城大学のアクティ
ブ・ラーニング（申請区分テーマ I）が採択さ
れ学科ごとの SALC及び全学 SALCが開設され
学生の自律学修をサポーとしている。
必須の基礎英語科目として、1年生がイング
リッシュコミュニケーション Iと II（英語 I，II
の名称が 2020 年度より変更）、2年生はイング
リッシュコミュニケーションⅢと IVを履修す
る。本調査項目の基礎英語（英語 I～IV）はこ
れらの必須科目を指す。これらのコースは週に
2回、1回 90 分、1クラス 30 名以下で、SILC 
Online（Moodle）を活用し、4技能（スピーキ
ング、リスニング、リーディング、ライティン
グ）の向上と同時に自律学修者育成へと繋がる
よう、新しい教育アプリの活用や様々なテクノ
ロジーを積極的に取り入れ、学生の関心の高い
リソース開発を続けている。
また、英語選択科目（または選択必須科目）
として 3年生以上及び大学院生を対象とするア
カデミックイングリッシュ、全学年を対象とす
る TOEIC演習、異文化理解や留学を目指す学
生の為の留学英語、異文化理解に関する英語圏
と文化などの科目が開講されている。

3．調査内容と方法

本調査では、自由記述を含める以下の 10 項
目をオンラインでのアンケートを実施した。項
目内容は筆者が現況から、英語教員以外の大学
教員の学生の英語力等に対する意見や期待を知
る為に必要と思われる内容を考慮した。

1．学科の学生にとって大学英語教育は必須で
あるとお考えですか？

2．本学の基礎英語Ⅰ～Ⅳの学習期間（1，2年
次）は適切であるとお考えですか？

3．基礎英語修了後、3，4年生の学生が先生の
講義または課題等で英語を必要とする頻度
はどの程度ありますか？

4．学生の将来における英語運用能力の必要性
をどのように感じていますか？
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5．学科の学生に期待する基礎英語（1，2年
次）修了後の英語力はどの程度を期待して
いますか？

6．学科の学生の大学卒業時の英語力はどの程
度を期待していますか？

7．なぜ学科の学生が卒業時に上記の英語力が
必要であるとお考えですか？ご意見をご記
入下さい。（自由記述）

8．大学での基礎英語（英語Ⅰ～Ⅳ）学習にお
いて、重要だと考える順に番号を付けて下
さい。

9．質問 8で最重要と選んだ学習についてその
理由を教えて下さい。（自由記述）

10．学生に英語学習を意識的に促したことはあ
りますか？

4．アンケート調査結果

アンケートの回答者数は 86 名であった。そ
れぞれの項目の回答集計は以下の通りである。

1．学科の学生にとって大学英語教育は必須で
あるとお考えですか？

表1　質問1の回答結果

図1　質問1の回答結果円グラフ

2．本学の基礎英語Ⅰ～Ⅳの学習期間（1，2年
次）は適切であるとお考えですか？

表2　質問2の回答結果

図2　質問2の回答結果円グラフ

3．基礎英語修了後、3，4年生の学生が先生の
講義または課題等で英語を必要とする頻度
はどの程度ありますか？

表3　質問3の回答結果

図3　質問3の回答結果円グラフ

4．学生の将来における英語運用能力の必要性
をどのように感じていますか？
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表4　質問4の回答結果

図4　質問4の回答結果円グラフ

5．学科の学生に期待する基礎英語（1，2年
次）修了後の英語力はどの程度を期待して
いますか？

英語力に関しては、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）
の英語運用能力基準をアンケート調査で表示し回答基準
とした。（Appendix参照）

表5　質問5の回答結果

6．学科の学生の大学卒業時の英語力はどの程
度を期待していますか？

図5　学生の英語力への期待値

質問5では基礎英語（1，2年次）が修了する
時点での英語力の期待値は A2 が最も多く
45.4％、B1が 32.6％だった。質問6の大学卒業
時に期待する英語力については、B1 が 45.4％、
B2が34.9％と示された。

図6　各資格・検定試験とCEFRとの対照表
（文部科学省2018年一部抜粋）

7．なぜ学科の学生が卒業時に上記の英語力が
必要であるとお考えですか？（自由記述）

表6　質問6の回答結果
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表7　質問7の回答集計分析結果

就職後の業務のために重要であるという意見
が最も多かった。例えば、「今後、仕事上で英
語が求められる。特に建設業界では、現在すで
に海外の現場が増えてきている」「どんな仕事
に就くとしても必要」などの意見があった。特
に航空業界に関しては必須という意見が多かっ
たが、一方で業務での活用頻度が少なく、「最
低限度で良いと思われる」という意見もあった。
国際社会を意識しての意見では「国際社会との
接点なくして日本社会は成り立たないと思うた
め」「英語でのコミュニケーションは社会のス
タンダードと考えてほしいため」などの意見が
出されていた。専門分野の学問促進のために重
要であるという意見では「英語の論文などの要
旨などを理解し、引用した場合はその内容をお
おまかにでも説明できる必要があるため」など、
具体的に論文、学会での英語のニーズが述べら
れていた。就職のためにという意見は少なかっ
た。少数ではあったが、第 2言語学習を通じた
論理的な思考力の向上や母国語での表現力の上
達を期待する意見もあった。一方で、まずは母
国語の言語使用能力を上げることの重要性を指
摘された意見もあった。

8．大学での基礎英語（英語 I～IV）学習におい
て重要だと考える順に番号をつけて下さい。

85 名のうち 26 名がリーディング、25 名がリ
スニングを最も重要であると回答した。一方で、
2番目に重要なスキルとして31名がスピーキン
グと回答した。図で示されるように基礎英語習
得で教員が最も重要と考えるスキルはリーディ
ング、リスニング、スピーキングの順となるが
（図7参照）、上位1番目と2番目を合わせてみ

ると、リスニング、スピーキング、リーディン
グの順位となる。（図8参照）

表8　質問8の回答結果

図7　 質問 8基礎英語学習で最も重要と考えるスキ
ルの回答集計結果

図8　 質問 8基礎英語学習で重要と考えるスキルの
1、2番目に選択されたスキルの合計

9．質問 8で最重要と選んだ学習についてその
理由を教えて下さい。（自由記述）
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表9　質問9の回答集計分析結果

基礎英語学習で重要と考えるスキルを選択し
た理由は 25 名がコミュニケーションの為で
あった。次に多かった理由は基礎力として必要
であるためと考える意見で「聞き取れないとコ
ミュニケーションにならないため」「読むこと
による情報の収集は語学の原点であると思うの
で」「きちんとした英語が書けないので」など
の意見があった。また専門分野の学問において
必要であるためという意見も比較的多く聞かれ
特に論文に関する読解力が重要であるためとい
う意見が多かった。

10．学生に英語学習を意識的に促したことはあ
りますか？

表10　質問10の回答結果

図9　質問10の回答結果円グラフ

5．おわりに

大学英語教育は必須であるかという質問に対
する見解は 96％の教員が必要または非常に必
要だと回答した。1，2年生の基礎英語の教育
期間に関しても適切である、非常に適切である
という回答が約80％であった。
3年次以降の専門科目等での学習において学
生の英語の必要性に関しては 72％と高いニー
ズがあることが示された。将来における学生の
英語運用能力の必要性に関しては約 92％が必
要性を支持した。基礎英語（1，2年次）修了
後の英語力への期待値は A2 が 45.4％、B1 が
32.6％を希望する意見が多かった。一方で卒業
時の英語力の期待に関しては B1 が 45.4％、B2
が 34.9％という期待値が示された。このことか
ら、3年次以降に関する英語学習の継続による
更なる英語力の向上を期待していることがわか
る。一方で実際は 3，4年次での選択英語科目
の履修は限定的であり、また SALCを活用した
高学年の学習活動は十分であるとは言い難い状
況である。基礎英語では同施設内に教室と
SALCが設置されていることやカリキュラムに
SALCでの活動が組み込まれている等から学生
にとってアクセスしやすい環境である。しかし
必須科目を修了し、英語の学習目的が明確でな
くなると活用率が大幅に低下する。また、3年
次以上を対象として開講しているアカデミック
英語の履修者数は年間 20～30 名である（院生
を含む）。教員側が学生に求める英語学習の継
続の必要性と現状との差異がやや大きいように
思われる。つまり今後、3，4年次の学生の自
律学修を促進させるためのサポートが重要な取
り組みとして検討されるべきだろう。専門分野
の学問を学ぶためにリーディング力促進への期
待値が高いことが分かった。一方で、国際社会
への対応や卒業後の仕事で活躍を願いリスニン
グ力やスピーキング力といった他者とのやり取
りを想定した英語力の促進にも期待を持ってい
ることが分かった。
今回の調査では、卒業時に期待する英語力と
その理由に関して、「将来仕事で必要となる」
という回答が多く見られた。また、在学中（主
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に 3，4年次）に必要な英語スキルとして、論
文執筆や文献検索など専門分野での読解力や国
際学会への参加などに必要な会話力（プレゼン
力）等の必要性が多く見られた。基礎英語修了
後での英語力育成の重要性が示された。

Dörnyei（2005）は第 2言語習得の動機につ
いて L2 Motivation System（L2 動機づけ自己シ
ステム）が 3つの要素から成り立っているとし
提唱している。その 1つである Ideal L2 Self
（理想 L2 自己）は学習者自身の英語話者とし
ての理想像を示す。学習者が第 2言語を話せる
ようになりたい（旅行関係や国際的に働く等）
と考えるとき現実と理想の自己の差を埋めよう
とする為、Ideal L2 Selfは強力なモチベーショ
ンとなる。大学生の場合、基礎英語修了後の英
語の必要性を考慮すると自律学修の促進と定着
は必須であるように思われる。全ての学生が義
務的に行うのではなく、学生の将来希望する就
職先、大学院、留学先などで英語が使用される
機会が見込まれる場合、その点を如何に対象と
なる学生達に伝えるかが重要と考える。具体的
なイメージを持たせられるよう積極的な働きか
けが必要だろう。将来の自分と英語学習の関連
性を明確化することで学習意義を理解し、強い
動機付けとなる可能性は高いと思われる。
本調査は横断的な意見収集を行うことにより、

今後益々の連携促進へと繋がり、意義のある教
育を提供し学生の学びと成長へ繋がることを願
う。
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